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青空と緑と産業のまち昭和町

ふれあいとゆとりで
つなごう無事故の輔

ー;J~・・ l=r=I=l・】=・
春の全圏実通安全運動

「し1ってらっしゃい。車に気をつけるのよ」 一一一新入学・新入園児

がいる家庭のお田さんは、毎日のように子どもさんに芦をかけているで

しょう。

春は新入学 ・新入園の季節であり¥歩き慣れない道を通って学校や保

育園に通う子どもだちの受通事故が山配されます。

このだめ今年も5月 11日から20日まで 「春の全国安通安全運動」

が行われます。交通ルールを確認し、受通マナーを高め悲しい交通事故

から子どもたちを守りましよう。
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予
算
は
、

三
月
の
定
例
議
会
で
、
平
成
三
年
度
の
一
般
会
計
、
特
別
会
計
の
当
初
予
算
が
議
決
さ
れ
ま
し
た
。

み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
を
、
上
手
に
や
り
く
り
し
て
有
効
に
使
っ
て
い
こ
う
と
す
る
、
町

づ
く
り
の
プ
ラ
ン
で
す
。

本
年
度
も
、
「
心
の
か
よ
う
豊
か
な
住
み
よ
い
町
"
つ
く
り
」
を
目
指
し
て
、
限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
、

ま
し
た
。

町
民
の
み
な
さ
ん
の
ご
要
望
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
な
、
ま
た
、
時
代
の
変
化
に
対
応
し
た
予
算
が
組
ま
れ

さ
て
、
新
し
い
予
算
の
内
容
は
、
い
っ
た
い
ど
の
よ
う
な
も
の
で
し
ょ
う
か
。

地
方
寮
伺
税

八
年
連
続

会計別予算額

( )内は前年対比

平成3年度

40億 4，280万4千円

(21.8%増)
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I
E

z--円】
F

A
S
A
 

5億 6，429万8千円

(9.3%増)

国民健康保険特別会計

4億 3，002万4千円

(3.2%減)

老人保健特別会計

5億 2，183万B千円

(2.1%減)

下水道事業特別会計

ゼ
ロ

980万円

(19.5%増)

渇水対策事業特別会計

55億 6，876万2千円

(15.5%増)

計)(総

町
の
今
年
度
の
予
算
は
、
総
額
で
、

五
十
五
億
六
千
八
百
七
十
六
万
二
千
円

で
す
。
前
年
度
の
予
算
、
四
十
八
億
二

千
百
五
万
六
千
円
と
比
較
し
ま
す
と
、

十
五
・
五
%
の
増
と
な
り
ま
す
。

内
訳
は
、

一
般
会
計
が
四
十
億
四
千

二
百
八
十
万
四
千
円
で
、
前
年
度
比
、

二
十
一
・
八
%
の
増
と
な
り
ま
す
。
当

初
予
算
が
四
十
億
円
を
越
え
た
の
は
、

昭
和
町
に
お
い
て
は
今
年
度
が
始
め
て

と
な
り
ま
す
。

ま
た
、
国
民
健
康
保
険
な
ど

の
四
つ

の
特
別
会
計
の
合
計
は
、
十
五
億
二
千

五
百
九
十
五
万
八
千
円
で
前
年
度
比

一
・
六
%
の
伸
ぴ
率
に
な
り
ま
し
た
。

交

官

ム日

歳
入
で
は
、
町
税
が
全
体
の
七
十
三
・

六
%
を
占
め
て
い
ま
す
が
、
今
年
度
も

企
業
の
拡
張
に
伴
う
固
定
資
産
税
な
ど

の
伸
び
を
見
込
み
、
前
年
度
比
十
六
%

の
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
分
担

昭和62年度

昭和63年度

平成元年度

平成 2年度

平成 3年度

30億661万円

初予当 五年思 27億8，886万円 | 

361:意3，108万ア千円算ー

のJ移i般4計Ze3.E • 331，意1，814万2千円

40億4，280万4千円

金
及
ぴ
負
担
金
は
、
学
校
給
食
事
業
費

を
一
般
会
計
に
繰
り
入
れ
た
た
め
、
前

年
比
百
四
十

一
・
六
%
と
な
っ
て
い
ま

す
。
町
の
借
金
で
あ
る
町
債
に
つ
い
て

は
、
町
民
温
水
プ

l
ル
建
設
な
ど
の
た

め

一
億
六
百
七
十
五
万
円
を
計
上
し
ま

し
た
。
地
方
交
付
税
に
つ
い
て
は
、
引

続
き
八
年
連
続
し
て
見
込
ん
で
い
ま
せ

ん。
す

す

す

一
方
、
歳
出
に
つ
い
て
は
、
土
木
費

が
全
体
の
二
十
四
・
五
%
を
占
め
ト
ッ

プ
と
な
り
ま
し
た
。
次
い
で
教
育
費
が

二
十
・
五
%
を
占
め
土
木
費
に
続
い
て

い
ま
す
。
以
下
、
総
務
費
、
民
生
費
な

ど
と
続
き
ま
す
。
詳
し
い
使
い
道
に
つ

い
て
は
、

4

P
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
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国保特別会計

総額 5億6，429万8千円
(対前年出 9.3%の伸び)

予算規模の増大に対し、一部国保財政

調整基金のとりくずしにより予算を編成

しました。

平成 3年度の歳入歳出予算の総額は 5

億6，429万 8千円で前年度当初予算と比

較 し4，790万 4千円の増、イ申率で9.3%と

なります。

これは、歳出の大部分を占める医療費

の支出見込み増と老人保健特別会計への

医療費の拠出金が大巾に増えたことによ

るものです。なお概要については次のと

おりとなっています。

国民健康保険特別会計
(単位千円)

科 目 金 害頁

歳
国民健康保険税 261， 831 
国庫支出金 185，498 
会之こ イ寸 金 67， 186 

入 出呆 入 nノ¥z、 43，431 
そ の 他 6，352 

総 額 564，298 
科 目 金 客頁

歳
総 手~ 費 16， 197 
保険給付費 388，865 
老人保健拠出金 136，902 

出 保健施設費 6， 736 
そ の 他 15，598 

総 額 564.298 

老人保健特別会計

総額 4億3，002万4千円
(対前年出 3.2%の減)

平成 3年度の予算の総額は 4億 3，002
万4千円で前年度当初予算と比較し1， 415 
万円の減となり伸率ではマイ ナス 3.2% 
となります。これは、平成 2年度の医療

費支出見込額をもとに推計し予算の組立

てを行いました。

老人保健制度が 58年度に設けられて

以来初めて当初予算比マイナス予算編成

となりました。なお、内容については次

のとおりとなっています。

老人保健特別会計
(単位千円)

科 目 金 害頁

歳 支払基金父付金 300，588 
国庫支出 金 85，509 
県 支 出 金 21， 377 

入 必い*ロ 入 金 等 22，550 
総 額 430.024 
科 目 金 額

歳 市宏、 手芳 費 1， 073 
医 療諸 費 428，849 
言者 支 出 金 E 

出 予 {蒲 費 100 
総 額 430.024 

③ 広報しようわ 平成3.5.I 

地方譲与税 (2.6%)
l億600万円

町債 (2.6%)
l億675万円

県支出金 (2.7%)
1億889万5千円

国庫支出金 (5.5%)
2億2.052万2千円

繰入金

3億1.260万7千円

(7. 7%) 

一般会計当初予算が

初めて40億を超えました
砂一般会計予算のあらまし‘

固定資産税

15億5.408万4千円
(52%) 

消防費 (3.4%)
1億3.800万円

議会費(1.7%) 
6，949万7千円

衛生費 (4.8%)
11意。，243万2千円

公債費 (6.2%)
E億4，912万7千円

農林水産業費

3億4，527万3千円

(8.5%) 

民生費

4億3，058万9千円

(10.7%) 

総務費

71:意4，935万6千円

(18.5%) 

その他(1.1 %) 

土木費

9億9，098万B千円

(24.5%) 

教育費

8億3，050万円

(20.5%) 

~健康はかけがえのない財産です。

日頃から健康づくりに山がけましよう。



何
巴
ど
う
使
う
の
?

V
押
原
小
学
校
の
校
舎
、
体
育
館
屋
根

改
修
工
事
に
約
二
千
八
百
七
十
万
円

V
第
三
小
学
校
の
整
備
造
成
費
用
と
し

て
六
百
十
八
万
円

V
押
原
中
学
校
の
校
舎
増
築
の
た
め
、

設
計
委
託
料
と
し
て
一
千
四
百
万
円

V
町
民
体
育
館
の
改
修
工
事
に
二
千
五

百
四
十
六
万
円

V
町
立
図
書
館
へ
の
図
書
資
料
の
購
入

な
ど
に
約
一
千
六
百
三
十
二
万
円
ま

た
植
栽
工
事
に
約
四
百
五
十
九
万
円

V
社
会
教
育
推
進
の
た
め
陶
芸
窯
小
屋

建
設
費
関
係
と
し
て
約
五
百
十
六
万

円

〈
〉
お
も
な
事
業
。

土木費

一〆 ~ζ I" \~・E
&田・骨宮...  ・~ ，...ハ ¥1''" 
宮内育古留品J打、警型

['l''-!仏Ja園田k‘-"網曙
l 、・~[~nrotú， 主ご

91:意9，096万6千円

(前年度比11.5%増)

V
身
近
な
環
境
整
備
の
た
め
、
町
道
・

都
市
計
画
街
路
・
河
川
水
路
な
ど
の

改
良
整
備
に
約
八
億
二
百
十
四
万
円

V
住
み
よ
い
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
、

土
地
区
画
整
理
事
業
の
特
別
会
計
に

約
二
千
百
八
十
五
万
円
繰
り
出
し

V
平
成
五
年

一
部
供
用
開
始
に
向
け
て

着
々
と
進
ん
で
い
る
、

下
水
道
事
業

に
約
九
千
二
百
九
十

一
万
円

V
環
境
に
マ
ッ
チ
し
た
生
け
垣
づ
く
り

推
進
事
業
の
補
助
金
と
し
て
二
百
万

円

教育費

門
治
容

の
宿
駅

8{意3，050万円

(前年度比51.7%増)

V
二
ヵ
年
計
画
に
よ
る
屋
内
温
水
プ

l

ル
の
建
設
に
、
今
年
度
三
億
円

V
英
語
教
育
充
実
の
た
め
外
国
人
青
年

教
師
を
招
致
、
約
四
百
二
十
六
万
円

V
N
H
K
夏
季
巡
回
ラ
ジ
オ
体
操
の
実

施
に
約
百
三
十
三
万
円

71:意4，935万6千円

(前年度比14.9%増)

V
町
制
施
行
二
十
周
年
記
念
の
た
め
、

町
勢
要
覧
の
作
成
七
百
二
十

一
万

円
V
西
条
公
園
、
常
永
地
区
公
園
整
備

一
億
二
千
二
百
万
円

V
町
勤
労
者
、
住
宅
取
得
の
た
め
の
融

資
預
託
金
二
千
五
百
万
円

V

「
リ
ゾ
ー
ト
昭
和
」

の
運
営
費
約

一
千
八
百
二
十

一
万
円

V
各
区
運
営
費
、
公
会
堂
の
補
修
補
助

な
ど
約

一
千
四
百
八
万
円

V
カ
ー
ブ
ミ
ラ
l
、
街
路
灯
の
設
置
、

外
側
線
標
示
な
ど
、
交
通
安
全
対
策

費
と
し
て

一
千
八
百
九
十
一
万
円

V
県
議
会
議
員
、
町
議
会
議
員
選
挙
費

と
し
て
約
五
百
四
十
四
万
円

4億3，058万9千円

(前年度比22.6%増)

V
常
永
地
区
児
童
館
の
建
設
費
と
し
て

六
千
三
百
万
円

V
老
人
、
重
度
心
身
障
害
者
、
母
子
家

庭
医
療
費
な
ど
の
扶
助
に

一
千
九
百

五
十
五
万
円

V
社
会
福
祉
協
議
会
へ
の
助
成
に
、
約

七
百
四
十
一
万
円

V
保
育
所
運
営
補
助
な
ど
に
措
置
費
と

し
て

一
億
六
千
五
百
十
万
円

3億4，527万3千円

(前年度比16.0%増)

V
農
業
振
興
地
域
内
の
農
道
、
用
排
水

路
の
整
備
の
た
め

設
計
委
託

一
千
百
六
十
万
円

工
事
請
負
二
億
三
千
二
百
万
円

V
水
田
農
業
確
立
対
策
事
業
に

一
千
四
百
十
五
万
円

V
農
道
、
用
排
水
路
の
改
良
工
事
に

二
億
四
千
三
百
六
十
万
円

V
農
林
漁
業
資
金
償
還
補
助
と
し
て

一
千
二
百
三
万
円

衛生 費

H意9，243万2千円

(前年度比四.1%増)

V
母
子
保
健
、
一
歳
六
ヵ
月
児
健
康
診

査、

三
歳
児
健
康
診
査
、
麻
し
ん
、

結
核
を
含
む
各
種
予
防
事
業
に
約
三

千
八
百
五
十
九
万
円

V
機
能
訓
練
送
迎
用
車
購
入
の
た
め
に

二
百
四
十
二
万
円

V
地
下
水
及
び
河
川
水
質
検
査
の
実
施

に
百
六
十
八
万
円

V
不
法
投
機
、
粗
大
ご
み
を
含
む
ご
み

な
ど
の
収
集
処
理
業
務
委
託
に
約

一

千
六
百
五
十
一
万
円

V
環
境
パ

ト
ロ
ー

ル
車
購
入
費
と
し
て

二
百
七
十
万
円

V
中
巨
摩
広
域
組
合
へ
の
負
担
金
と
し

て
約
五
千
四
百
六
十
二
万
円

消防費

1億3，800万円

(前年度比12.7%増)

V
常
備
消
防
や
救
急
活
動
な
ど
甲
府
広

域
消
防
へ
の
負
担
金
に
約
一
億
一
千

三
百
三
十
二
万
円

V
消
防
団
旗
、
ホ

l
ス
巻
機
な
ど
消
防

備
品
購
入
に
約
三
百
六
万
円

〈そ

の

他
、〆

0
公
債
費

二
億
四
千
九
百
十
二
万
七

千
円

V
財
源
負
担
を
軽
減
す
る
た
め
に
計
画

的
に
借
り
た
お
金
の
返
済
に
あ
て
ま

す
。

0
議
会
費

六
千
九
百
四
十
九
万
七
千

円

V
会
議
録
作
成
委
託
料
と
し
て
百
三
十

万
円

。
労

働

費

八

十
三
万
七
千
円

V
婦
人
を
対
象
と
し
て
の
料
理
、

着
付

け
な
ど
の
教
室
の
開
催
に
使
い
ま
す
。

o
商
工
費

一
千
七
十
万
五
千
円

V
商
工
会
育
成
事
業
な
ど
に
約
六
百
六

十
万
円

V
海
の
家
休
憩
、
宿
泊
料
の
助
成
に
約

三
百
七
十
六
万
円



あなたの家に
緑の生け垣をノ

町では「青空と緑と産業の町」にふさわしい緑あふれ

る街づくりをすすめるため、今年度より生け垣づくりを

推進していきます。あなたの家で新たに生け垣をつくる

とき、また、いま建ててある塀などを取りこわして生け

垣をつくりたいとお考えの場合、次の条件を満たすと別

表のとおり補助金が受付されます。受付申請書が役場都

市計画課に用意してありますので¥生け垣をつくる前に

補助金の申請をしてください。

①住宅用地の公道に面した部分に新たに設置するもの

であること。

⑧生け垣の延長が5メートル以上であること。

③樹木の間隔は1メートルごとに 3本以上で、樹高力汁.2

メートル以上、枝幅が0.3メートル以上であること。

④樹木の幹を道水路の境界線から概ね0.5メートル以上

離すこと。

※くわしい事、お聞きになりたい事などがありましたら、

役場都市計画課開発指導係までお問合せください。

分 補 助 対象基本額 補助率区

樹木の購入経 費
延長1::1メートル当り

3分のE
日，000円を乗じた額

支柱の 購 入経 費
延長1::1メートル当り

3分のE
2，250円在乗じた額

生け垣設置のための
ブロック塀等の面積lこ1平方メートル

3分の己ブロック塀等の取り
当り8，000円を乗じた額

壊し経費

ブロ ックで囲む場合は延長1::1メ トル
植栽地の盛土を囲む

当り 14，000円を、レンガの場合は 3分のE
経費

24，000円を乗じた額

樹木の 移 植経 費
延長1::1メートル当り

全 額
3，000円を乗じた額

更
正
の
請
求
が
で
き
る
期
間
は
申

告
期
限
か
ら
一
年
以
内
で
す
(
平
成

二
年
分
に
つ
い
て
は
平
成
四
年
三
月

十
五
日
ま
で
)
。

少
な
く
申
告
し
て

い
だ
と
き
は

「
修
正
申
告
」
を

確
定
申
告
後
に
税
額
を
少
な
く
申

告
し
た
こ
と
に
気
づ
い
た
と
き
は

っ
修
正
申
告
L

を
し
て
正
し
い
税
額

に
訂
正
し
て
く
だ
さ
い
。

修
正
申
告
は
、
な
る
べ
く
早
く
、

自
主
的
に
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
税
務

署
の
調
査
が
行
わ
れ
た
後
で
修
正
申

告
す
る
と
、
そ
れ
に
よ
っ
て
新
た
に

納
め
る
こ
と
に
な
っ
た
税
額
の
ほ
か

に
、
そ
の
修
正
申
告
に
よ
り
納
付
す

べ
き
税
額
の
一
O
%
に
相
当
す
る
過

少
申
告
加
算
税
を
支
払
わ
な
く
て
は

な
り
ま
せ
ん
(
た
だ
し
、
期
限
内
申

告
額
に
相
当
す
る
金
額
と
五
十
万
円

と
の
い
ず
れ
か
多
い
金
額
を
越
え
る

と
き
は
、
そ
の
越
え
る
部
分
に
相
当
す

る
税
額
の
五
%
が
加
算
さ
れ
ま
す
)
。

た
だ
し
、
税
務
署
の
調
査
を
受
け

る
前
に
自
主
的
に
修
正
申
告
を
し
た

平成3.5.I 広報しようわ⑤ 



静岡県
〈平成3年度

昭
和
町
に
住
民
登
録
の
あ
る
方
な
ら

C々

A
U
h
り

ど
な
た
で
も
ご
利
用
で
き
る
グ
相
良
海

岸
海
の
家
ヘ
毎
年
、
多
く
の
み
な
さ
ん

に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
き
大
変
好
評
を

得
て
い
ま
す
。

はいばら

こ
の
海
の
家
は
、
静
岡
県
榛
原
郡
相

良
町
の
観
光
協
会
と
本
町
が
利
用
契
約

を
結
ん
で
い
る
も
の
で
、
相
良
町
さ
が

ら
サ
ン
ビ

l
チ
と
片
浜
海
水
浴
場
の
海

の
家
を
町
の
全
額
助
成
で
利
用
で
き
、

ま
た
宿
泊
に
も
助
成
金
が
だ
さ
れ
る
も

の
で
す
。

相
良
海
岸
は
、
白
い
砂
浜
が
広
が
り

遠
浅
の
た
め
危
険
が
少
な
い
場
所
で
、

海
の
幸
も
豊
富
で
と
て
も
美
味
し
く
、

夏
に
は
た
く
さ
ん
の
海
水
浴
客
で
に
ぎ

わ
う
と
こ
ろ
で
す
。

今
年
も
、
次
の
と
お
り
開
設
し
ま
す

の
で
、
家
族
旅
行
な
ど
夏
の
バ
カ
ン
ス

に
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

V
利
用
で
き
る
人

昭
和
町
に
住
民
登

録
の
あ
る
人

V
利
用
期
間

七
月
一
日
か
ら
八
月
三

十

一
日
ま
で

V
利
用
場
所

静
岡
県
榛
原
郡
相
良
町

さ
が
ら
サ
ン
ビ
ー
チ
及
び
片
浜
海
水

谷
場

V
利
用
料
金

・
一
泊
二
食
付
き
、
大
人
一
人
五
千

五
百
円
か
ら
八
千
九
百
円
の
と
こ
ろ

を
町
で
三
千
円
助
成
。
(
左
の
一
覧
表

を
ご
覧
く
だ
さ
い
。
な
お
、
相
良
町

観
光
協
会
へ

予
約
が
必
要
で
す
。
)

・
休
憩
の

グ海
の
家
4

は
一
人
五
百

宿泊所名
収書 電話番号 l泊2日基本料金

人数 (0548) 大人 小人

民 大 沢 35 58-1287 6，000 5，000 

民 と らぞう 50 58一0617 6，000 5，000 

民 さじゑも ん 60 52-1534 6，500 6，000 
民 「百「 城 野 25 52-1038 6，000 5，000 

民 /3¥ じ た 15 52-0775 6，000 5，000 

民 美 す「キ『 良 40 52-0190 5，500 5，000 

民 ロE口三~ 土 見 20 52-1440 5，500 4，800 

民 ー」ヤー →」ーー や 40 52-0661 6，000 5，000 

民 田 Jごフ仁ココ 170 52-4040 6，500 6，500 

民 す す j里 60 52-0614 6，000 5，000 

民 なかじま 40 52-1593 6，000 5，000 

民 ま つ み 30 52-0225 6，000 5，000 

民 も り まさ 70 52-1526 6，000 5，000 

民 大 E瀧 30 52-2323 6，000 5，000 

民 求 楽 30 52-0290 6，000 5，000 

民 す ゑ ヲム 30 52-0466 6，即日 5，000 

民旅 松富 士 別 館 50 52-4444 7，000 4，500 

民旅 五 季 70 52-3910 7，000 5，000 

ぺ むさわらぼうし 25 52一0151 7，500 5，500 

べ 海岸通り 45 52-1363 8，900 7，500 

B京 大 ノiJlS(ー+- 屋 40 52-0055 8，500 6，500 

E官 て る 屋 40 52-0202 8，500 6，500 

E官 相良センター 40 52-0546 5，500 5，500 

ホ フォーラム 平成1年度は館内改装のため営業を休ませていただきますD

円
を
町
で
全
額
助
成
。
(
予
約
は
い
り

ま
せ
ん
が
早
め
に
役
場
へ
利
用
券
の

申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。
)

V
利
用
券
の
申
請
・
受
付

-
宿
泊
の
場
合
は
、
相
良
町
観
光
協

会
(
冨
0
5
4
8
1
臼
ー1
3
1
3
0
)

へ
予
約
申
込
み
を
行
い
、
予
約
が
と

れ
ま
し
た
ら
役
場
経
済
課
へ
印
鑑
と

観
光
協
会
よ
り
交
付
さ
れ
る
予
約
通

知
書
を
持
参
し
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

利
用
券
を
お
渡
し
し
ま
す
。

-
休
憩
の
場
合
は
、
予
約
は
い
り
ま

せ
ん
の
で
、
印
鑑
を
持
参
し
役
場
経

済
課
ま
で
お
越
し
く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ

役
場
経
済
課
ま
で

民とは民宿、ぺとはペンション、旅とは旅館、ホとはホテルです。

「
平
成
三
年
度

一

標
準
宅
地
の

一

価
格
の
公
開

一

平
成
三
年
度
(
基
準
年
度
)
、
固
定

一
資
産
税
の
評
価
替
え
に
伴
う
宅
地
の

一
基
準
地
等
価
格
の
公
開
は
、

「
総
合
土

一
地
対
策
要
綱
」
及
び
「
今
後
の
土
地

一
対
策
の
重
点
実
施
方
針
」
に
沿
っ
て
、

一
固
定
資
産
税
の
評
価
の
適
正
の
確
保

一
と
納
税
者
の
評
価
に
対
す
る
理
解
の

一
促
進
に
資
す
る
た
め
、
公
開
実
施
す

一
る
も
の
で
す
。

ド

※注意

E主宰芸黒君主
l f.Vl ，--門打寸 LL~JJ 

pξ当証 .ATIOII~'λ￡ヲF

一
納
税
証
明
書
の

交
付
手
数
料
が

改
定
さ
れ
ま
し
た
。

一

平
成
三
年
四
月
一
日
円
以
降

の
請
求
分
か
ら
納
税
証
明
書
一

通
に
つ
き
四

O
O円
と
な
り
ま

す

。

一

甲
府
税
務
署

⑥ 平成3.5.I 広報しようわ
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【公開する宅地の標準地〈基準地舎〉の価格】

番号 基 準 地 等 の 所 在 価格(円/

西 オ-:$zて
ナ，ー占『

月リ 切 昭和パイパス通り 32，200 

2 清水新居字沖田
家具団地の南西・沖田

13，000 
区画整理地付近

j可 西 * 大 林 常永保育園の南西付近 日，ア 00

A v. rγ 〉ロ~ロ;::;rr=r=;，=~;:;-r r;:号、?=;-，:::- r-i=l rて1 ---，--'/-い亡工1~I j..， r+-， ι斗 、仁三



結
婚
相
談
所
が
開
設
さ
れ
ま
し
た

毎
月
第
一
月
曜
日
、
か
相
談
日

j

お
気
軽
に
ど
う
ぞ

j

町
で
は
、
町
内
の
若
い
方
々
が
よ
い

伴
侶
に
恵
ま
れ
て
幸
せ
な
結
婚
が
で
き

希
望
と
生
申
斐
を
も
っ
て
町
の
発
展
の

た
め
に
尽
力
し
て
い
た
だ
く
こ
と
を
願

っ
て
、
結
婚
に
つ
い
て
の
相
談
援
助
の

た
め
、
本
年
度
か
ら
結
婚
相
談
所
を
開

設
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

以
前
か
ら
中
巨
摩
東
部
農
協
昭
和
支

所
に
結
婚
相
談
室
が
あ
り
、
九
名
の
方

が
相
談
員
と
し
て
活
躍
さ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
今
回
こ
の
九
名
に
町
内
各
地
区

よ
り
十

一
名
の
相
談
員
を
推
薦
し
て
い

た
だ
き
、
合
計
二
十
名
の
相
談
員
が
泉

町
長
か
ら
委
嘱
状
の
交
付
を
受
け
ま
し

た
。
相
談
員
は
左
記
の
二
十
名
の
方
々

で
す
。

事
務
局
は
社
会
福
祉
協
議
会
に
な
り

ま
す
が
、
毎
月
第
一
月
曜
日
を
「
結
婚

相
談
日
」
と
定
め
、
午
後

一
時
i
三
時

ま
で
総
合
会
館
に
お
い
て
親
身
の
相
談

に
あ
た
り
ま
す
。
ま
た
、
直
接
相
談
員

さ
ん
に
相
談
さ
れ
て
も
結
構
で
す
。
秘

密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
お
気
軽
に
ご
相

談
く
だ
さ
い
。

地区名 氏 名 信馬白主 5吉
西条一区 志 村‘みゆき 75-3372 
西条一区 野沢 永子 75-2145 
西条二区 井口 等 75-2050 
西条二区 小富山 目半 75-3127 
西条二区 秋山 鶴子 75-3253 
清 水新居 保坂 明子 24-2870 
西 条新田 若尾とめ子 75-2068 
押 越 横沢きよ子 75-2046 
河 東中島 志村 恒夫 75-2853 
河 東中島 一瀬 金造 75-3542 
河 東中島 佐野 恒子 75-5343・7360
紙漉阿原 時田 和枝 75-2361 
築 地新居 坂本 馨 7 5 -3 6 7 4 
築 地新居 井上 仲千 7 5 -3 767 
築地新居 磯部さだ子 7 5 -2 368 
飯 喰 小沢 春男 75-2483 
河 西 池田 孝子 75-2384 
上河東 保坂千鶴子 75-2182 
上河東二区 川 口 省二 75-3521 
事 務局長 萩原 孝 75-2858 

員昭和 町 結 婚 相 談

「
I
l
l
i
-
-
-
-

一

町
で
は
、

一

〈
配
置
換
え
〉

↑
町
民
窓
口
課
主
事

一

(
議
会
事
務
局
主
事
)
飯
室
美
恵
子

一

〈
新
採
用
〉

↑
嘱

託

・

図

書
館
館
長渡

辺

孝

一
看
護
婦
・
健
康
福
祉
課

平
柳

朱

美

一
臨
時
職
員
・
都
市
計
画
課鷹

野

利

仁

一
臨
時
職
員
・
教
育
委
員
会浅

川

武

仁

「
|
|
I
l
l
i
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
I
l
l
-
1
1
1
1
S
I
l
l
i
-
-
-
l
i
l
i
-
-
-
-
-

)
内
は
旧
任

一ー一一 一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一J

四
月

一
日
付
け
で
職
員
の
辞
令
交
付
を
行
い
ま
し
た
。
(

臨
時
職
員
・
議
会
事
務
局

丹
津
由
美
子

臨
時
職
員
・
健
康
福
祉
課

中

島

真

紀

臨
時
職
員

・
押
原
中
学
校

野
村
れ
い
子

臨
時
職
員
・
総
務
課

田
中
み
さ
子

臨
時
職
員
・
健
康
福
祉
課

竹
中
み
ゆ
き

臨
時
職
員
・
出
納
室

にぎやか健康4世代家族
「神宮寺家」紹介

j也

玲
子

河
東
中
島
の
神
宮
寺

本
苦
」
シ
』

允
さ
ん
は
、
明
治
三
十

六
年
三
月
二
十
四
日
生

れ
で
、
こ
の
ほ
ど
満
八

十
八
歳
の
米
寿
を
迎
え

ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
時

を
同
じ
く
し
て
、
奥
さ

ん
の
絹
子
さ
ん
(
八
十

四
歳
)
と
結
婚
さ
れ
て

か
ら
六
十
周
年
の
ダ
イ

ヤ
モ
ン
ド
婚
と
い
う
金

字
塔
を
打
ち
立
て
ま
し

た
。
こ
れ
を
記
念
し
て

町
社
会
福
祉
協
議
会
に

「町
の
福
祉
に
役
立
て

て
下
さ
い
」
と
金
三
十

万
円
を
寄
贈
さ
れ
ま
し

た
。
神
宮
寺
ご
夫
妻
の

慶
事
を
心
か
ら
祝
福

給
食
セ
ン
タ
ー
用
務
員

市
村

電
話
交
換
手
・
総
務
課

菜
沢

電
話
交
換
手
・
総
務
課

小

沢

陽

子

嘱
託
・
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
婦

三
村
シ
カ
エ

嘱
託
・
婦
人
交
通
指
導
員堀

政

子

〈
退
職
〉
給
食
セ
ン
タ
ー
調
理
婦

三
村
シ
カ
エ

和
也

瑞
子

し
、
心
の
こ
も

っ
た
善
意
に
厚
く
御
礼

申
し
上
げ
ま
す
。

本
合
'
」
レ
」

な
お
、
神
宮
寺
家
に
は
、
允
さ
ん
の

長
男
辰
雄
さ
ん
(
六
十
二
歳
)
、
作
次

さ
ん
(
五
十
八
歳
)
の
ご
夫
婦
が
結
婚

三
十
五
周
年
の
珊
瑚
婚
を
迎
え
、
ま
た
、

孫
の
良
吉
さ
ん
(
三
十
五
歳
)
、
和
美
さ

ん
(
三
十
歳
)
ご
夫
婦
が
結
婚
十
周
年

の
錫
婚
を
迎
え
ま
し
た
。
曽
孫
の
良
友

ち
ゃ
ん
(
十
ヶ
月
)
は
、
い
ま
這
い
這

い
か
ら
伝
い
歩
き
の
最
中
で
、
四
世
代

同
居
の
神
宮
寺
家
は
、
み
ん
な
元
気
で

毎
日
朝
か
ら
晩
ま
で
賑
や
か
な
笑
い
が

た
え
な
い
と
い
う
健
康
大
家
族
で
す
。

合
A
F
'

」
シ
」

允
さ
ん
は
、
い
ま
ゲ

l
ト
ボ

l
ル
を

生
甲
斐
に
毎
日
元
気
に
ス
テ
ィ

ッ
ク
を

振

っ
て
い
ま
す
。

神
宮
寺
家
の
益
々
の
ご
繁
栄
を
お
祈

り
し
ま
す
。

平成3.5.I 広報しようわ⑦ 



参
加
者
募
集

f

昭
和
町
青
少
年
爽
流

海
外
派
遣
事
業
を
実
施

先
月
号
で
紹
介
し
ま
し
た
、
昭
和
町

青
少
年
交
流
海
外
派
遣
事
業
で
す
が
、

平
成
三
年
度
の
今
回
は
八
月
に
実
施
さ

れ
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
八
月
二
十

一
日
か
ら
八
日
間
に
わ
た
り
、
オ
ー
ス

ト
ラ
リ
ア
を
訪
問
し
、
現
地
に
お
い
て

中
学
校
・
高
等
学
校
の
授
業
・
特
別
活

動
・
社
会
参
加
な
ど
に
つ
い
て
交
流
し
、

相
互
の
友
好
と
理
解
を
深
め
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
政
治
・
経
済
・
文
化
な
ど

に
つ
い
て
も
国
際
的
視
野
を
広
げ
る
よ

う
に
し
て
い
く
予
定
で
す
。

帰
国
後
は
、
報
告
書
を
作
成
す
る
と

と
も
に
、
青
少
年
の
社
会
活
動
へ
寄
与

す
る
こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

現
在
、
こ
の
事
業
へ
の
参
加
者
を
募

集
し
て
い
ま
す
。
参
加
し
た
い
人
は
次

留守家庭児童学級のご案内
圏西条地区児童館圃

の
と
お
り
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

V
応
募
資
格
町
内
在
住
の
中
学
・
高

校
・
大
学
生

V
定

員

六

名

V
訪

問

地

オ

ー
ス
ト
ラ
リ
ア

V
期
間
平
成
三
年
八
月
二
十
一
日
か

ら
二
十
八
日
ま
で
の
八
日
間

V
諸
費
用
約
四
十
八
万
円
(
%
を
町

が
補
助
)

V
応
募
締
切
り
日
五
月
二
十
日
間
ま

で
V
応
募
先
・
お
問
合
せ
町
教
育
委
員

会
(
中
央
公
民
館
)
に
備
え
付
け
て

あ
り
ま
す
申
込
み
用
紙
に
履
歴
書
を

添
え
て
申
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

月 日 発着地 発着時刻 研修地

甲 府 発 13: 00 貸切パスlこて成田空港へ。

1 1 8月21日 到着後、 出国手続きを済

同 ませ、日本航空にて一路
成 田 発 20:00 オーストラリアへo

21 8月22日
シド ニ一着 07: 15 到着後市内観光

))発 08 : 45 国会議事堂、造務局、戦
開

キャンベラ着 10 : 30 争記念館、レyドヒル他

31 8月23日 キ ャ ンベラ
終日現地交流事業

樹 学校訪問、交流昼食会

41 8月24日
キャン ベラ尭 08 : 30 到着後市内観光

オペラハウス、八イドパ
出 シド 二一着 10: 05 ーク他

シド ニ ー 尭 08: 10 
5 日月白日 アリススプリング葺 08 : 35 工ア ズロックのサンセ

日 H 発 11 : 00 ットとオ)~ ガ山。

工アーズロ ック着 II : 45 

工アーズロック尭 12: 35 
61 8月26日 アリススプリング着 13 : 20 

早朝工ア ズロック観光
開) )) 発 15 : 15 

パ ース着 16: 55 

市内観光。

71 8月27日
キングスパース、 モール

パ ース発 20 : 15 他
関

出国手続きを済ませ、日

本航空|こて成田へ。

日日月間日 成 田 着 07: 05 
貸切Jiスlこて甲府ヘ。

附甲 府 着 13 : 00 

日程表]{海外派遣事業

西条地区児童館のオ ブンに伴い、留守家庭

児童学級が開設されました。ただ今入級者を募

集しています。

留守家庭児童学級とは、放課後家に帰っても

保護者の就労や疾病のために適切な保護を受け

られない児童を対象仁、家庭的な雰囲気の中で

正しい生活指導在行うことを目的として開設さ

れる学級です。

砂入級対象者

(1)1年生から3年生まで。

(己)間親就労家庭、母子家庭、父子家庭など

(3)昼間保護者のいない家庭の児童

惨定員 40名から50名(低学年から優先的

に受付けます。)

砂開設骨 月曜日から金曜日。ただし学校の休

校日は休みです。(休館日在含む。)

砂時間 午後1時から午後5時まで。(11月から

翌年2月末日までの時間は、別に定めます。)

砂費用無料

砂お申込み役場健康福祉課(圏75-2111)まで

砂この施設は厚生年金、国民年金、積立金還元

融資を受け建設した施設です。

| 役場別棟貯舎(会議室)が完成しました | 
| 役場別棟庁舎が完成しました。この庁舎は会議専用となっています二 | 

l 一階部分は駐車場スペースに、 二階は大、小会議室用に造りました。

! 本庁の事務室が子狭となり、機構改革に併せ二階会議室を事務室に l 
| 改造したため、新たに会議室 を建設しました。

! これからは、各種の会議に利用の予定です。

5月19日(日)

午前9時30分~午後零時15分
総合会館

演 芸…・・・手話コーラス、手話劇、落

語ほか

催し物・…ーバザー(青果、遊休日、和

紙工芸、リフォーム、抹茶

コーナ一〉

模擬庖〈焼きそば〉

その他(昼食、茶菓子サービス、福ヨ1)

砂お問合せ町社会福祉協議会

(箇75-6461)まで

砂日時

砂会場

砂内容

町体育協会では、下記により春季大会を実施

します。

砂日 時 5月23日附午前ア時30分に

現地集合時間厳守

丘の公園ゴルフコース

3，000円(プレー代は個人負担)

個人戦、団体戦とし、個人戦は新

ぺリア方式

ル申込み締切り 5月10日樹まで

砂申込み・お問合せ 町体協事務局

(冨75-3737)または、各地区役員

さんまで、参加料3，000円を添え

て申込んでください。

第23田

町民ゴルフ大会

参加者
募集

噛

J
砂会 場

砂参加料

砂競技方法

.4月12日には関係者が出席の中、竣工式が行われました。
L_ーーーーーーーーー一一一一一一一一一ー一一一ーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー一一一ー一一一ーーーーーーーーーーー
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ご
み
問
題
、
水
質
汚
染
、
環
境
破
壊

と
い
っ
た
言
葉
が
、
毎
日
の
よ
う
に
新

聞
の
見
だ
し
に
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

各
地
の
自
然
保
護
運
動
や
リ
サ
イ
ク
ル

活
動
が
テ
レ

ビ
で
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。し

か
し
、
こ
の
問
題
に
た
い
し
て
、

私
た
ち
自
身
ま
だ
ま
だ
無
関
心
な
と
こ

ろ
が
あ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
大
量
の

ゴ
ミ
を
出
し
、
油
を
台
所
に
流
し
て
い

る
私
た
ち
自
身
の
生
活
が
、
環
境
破
壊

を
進
め
て
い
る
原
因
の
一
つ
で
あ
る
こ

と
を
考
え
て
項
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

汚
染
さ
れ
た
環
境
で
暮
ら
し
て
い
く
の

は
、
私
達
の
子
供
た
ち
で
あ
り
、
ま
た

そ
の
子
供
た
ち
で
す
。

こ
の
問
題
に
対
し
て
、
日
常
生
活
の

中
で

子
供
た
ち
の
模
範
と
な
る
よ
う

な
、
大
人
の
暮
ら
し
方
を
考
之
、
実
践

し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
は
な
い
で
し

役
場
環
境
衛
生
課
で
は
、
こ
れ
ら
の

問
題
を
取
り
上
げ
、
次
の
事
業
を
ス
タ

ー
ト
い
た
し
ま
す
。

一
、
生
活
排
水
浄
化
推
進
事
業

浄
化
槽
の
管
理
、
台
所
か
ら
の
排

水
な
ど

二
、
環
境
美
化
運
動

花
い
っ
ぱ
い
運
動
な
ど

三
、
環
境
ふ
れ
あ
い
実
践
活
動

有
価
物
回
収
、
研
修
会
な
ど

っ
ー

一
本一

一
仮

一
明

一
清

一
む

一
明

「

募集します。
有価物の回収は、各市町村でいろいろな方法で行われて

おりますが、本町では現在、各団体(学校、社会福祉協議

会等)で、行っている廃日回収の他、社会福祉協議会の有価

物回収倉庫(児童館南)での回収が主なものです。

有価物の回収を組織的 ・計画的に実施するために、本年

度、町内240軒lこ「資源ご、み再利用の家」として委嘱を

し、実践を通じて、有価物の回収についてのご意見をいた

だき、今後の活動の参考とさせていただく予定です。

惨対象回収有価物 新聞紙雑誌

砂回収方法 月に一回、地区公会堂等で回収いたしま

す。

※ご協力いただける家庭には、新聞収集ケース、収集ゴ

ンテナなどをお配りする予定です。

ご協力いただける家庭は、役場環境衛生課までご連絡くだ

I ~.~一一一一一」

環境美化運動に

ご協力ください。

5月30日(ゴミゼロの日)を中心に、

統一美化キャンペーン、 9月に環境衛

生週間など環境美化運動を実施 してお

bます。これらの運動に積極的に参加

して、きれいな街づく bにご協力をお

願いします。

絵
本
とよ

み
き
か
せ
講
座

五
月
十
六
・

二
十
三
・
三
十
日

午
前
十
時
l
正
午

絵
本
の
よ
み
き
か
せ
や
お
話
を

通
し
て
親
子
で
本
の
た
の
し
さ

を
知
り
ま
し
ょ
う
。

講
師
山
梨
子
ど
も
の
本
研
究
会
員

募
集
人
数
は
三
十
名
の
予
定
で
す
。
な

お
受
講
料
は
無
料
で
す
。

お
申
込
み
に
な
り
た
い
方
は
、
昭
和

町
立
図
書
館
(
箇
月
ー
7
8
6
0
)
ま
で

お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

日
時

内
田句

tヨ・
こ
ど
も
の
読
書
週
間

は
じ
ま
る

五
月

一
日
か
ら
十
四
日
ま
で
は
、
こ

ど
も
の
日
を
中
心
と
し
た
、
こ
ど
も
に

た
の
し
い
本
を
す
す
め
る
こ
ど
も
の
読

書
週
間
で
す
。

町
立
図
書
館
で
は
、

ピ
カ
ピ
カ

の一

年
生
に
親
子
で
絵
本
を
よ
ん
で
も
ら
お

う
と
、
本
の
リ
ス
ト
「
よ
ん
で
み
よ
う

一
ね
ん
せ
い
」
を
贈
り
ま
し
た
。
図
書

館
に
は
リ
ス
ト
に
載
っ
て
い
る
本
全
部

が
揃
っ
て
い
ま
す
の
で
、
ぜ
ひ
来
館
し

ご
利
用
く
だ
さ
い
。

町
立
図
書
館
か
ら

合
月
の

お
す
す
め

作
自

二
般
図
書
}

o
雨
月

立

松

和

平

阿

部

出

版

。
ド
イ
ツ
の
子
ど
も
の
本

野

村

滋

白

水

社

。
知
識
的
大
衆
諸
君
、
こ
れ
も
マ

ン
ガ
だ

関
川
夏
央
文
雲
春
秋

o
ぼ
く
に
涙
は
に
あ
わ
な
い

千
賀
康
司
工
フ
ユ
|
出
版

。
流
れ
る
水
の
よ
う
に

マ
グ
リ
ッ
ト

・
ユ
ル
ス
ナ
i
ル

白
水
社

一
児
童
図
書
】

o
黒
い
小
屋
の
ひ
み
つ

E

修

三

岩

崎

書

居

o
と
し
ば
あ
ち
ゃ
ん
の
ケ
ン
玉
作

戦
山
口
節
子
岩
崎
書
居

。
幽
霊
の
友
だ
ち
を
す
く
え

H
・
ク
レ
ス
ウ
工
ル
大
日

本
図
書

o
う
み
の
し
っ
ぽ

内
田
麟
太
郎
童
心
社

。
ぽ
ぽ
ん
た
の
た
ん
ぽ
ぽ

菊

地

清

儲

成

社
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特別賞に夏希ちゃん

〈押越〉田中夏希ちゃん 4才

今
回
は
、
第
二
十
一
回
世
界
児
童
画

展
に
お
い
て
、
応
募
点
数
約
二
十
二
万

点
の
中
か
ら
、
見
事
、
本
県
か
ら
た
だ

一
人
特
別
賞
に
輝
き
、
日
本
国
際
連
合

協
会
賞
に
選
ば
れ
た
田
中
夏
希
ち
ゃ
ん

を
紹
介
し
ま
す
。

夏
希
ち
ゃ
ん
が
絵
を
描
く
よ
う
に
な

っ
た
の
は
、
幼
稚
園
に
入
っ
て
か
ら
だ

そ
う
で
す
。

普
段
は
、
思
う
が
ま
ま
に
絵
を
描
い

E
E圃
て
い
る
よ
う
で
す
が
、
や
っ
ぱ
り
人
の

吋

4
川
園
顔
が
お
も
し
ろ
い
の
か
よ
く
描
い
て
い

4
，
，
&
圃
る
よ
う
で
す
。

、，A圃
今

回

見

事

特

別

賞

に

入

選

し

た

絵

/
l
v
圃
も
、
夏
希
ち
ゃ
ん
が
幼
稚
園
の
保
健
室

な

一

知

っ
た
予
防
注
射
の
痛
い
体
験
を
描

J

ル
圃
い
た
作
品
で
す
。

「注
射
な
ん
か
打
た
な

，m圃
い
よ
。
お
医
者
さ
ん
に
ち
ょ
っ
と
診
て

・
島
温
も
ら
う
だ
け
」
と
、
先
生
に
連
れ
て
い

司

d
F
E
か
れ
た
保
健
室
。
め
が
ね
を
か
け
た
臼

-
d
U
衣
の
お
医
者
さ
ん
に
、

二
の
腕
を
ギ
ユ

圃
ッ
と
つ
か
ま
れ
、
逃
げ
よ
う
に
も
逃
げ

回
ら
れ
な
い
夏
希
ち
ゃ
ん
の

「痛
さ
」
が、

A これからも大好きな絵をたくさん
描きたいと夏季ちゃん

画
用
紙
い
っ
ぱ
い
に
明
る
く
伸
び
伸
び

と
表
現
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
目
が
飛
び

出
さ
ん
ば
か
り
に
驚
い
て
い
る
夏
希
ち

ゃ
ん
の
顔
が
と
て
も
印
象
的
で
し
た
。

夏
希
ち
ゃ
ん
は
時
々
、
理
解
に
苦
し

む
よ
う
な
絵
を
描
く
こ
と
も
あ
る
よ
う

で
す
が
、
家
族
の
方
は

「形
に
と
ら
わ

れ
ず
、
ほ
め
て
あ
げ
る
こ
と
が
良
か
っ

た
の
で
は
」
と
話
し
て
い
ま
す
。
子
供

の
絵
は
、
親
か
ら
見
る
と
と
か
く
理
解

し
が
た
い
も
の
に
見
、
え
る
よ
う
で
す
。

し
か
し
、
同
じ
物
を
見
る
と
き
に
、
親

の
視
線
と
子
供
の
視
線
で
は
か
な
り
の

違
い
が
あ
る
よ
う
で
す
。
そ
の
あ
た
り

を
理
解
し
て
や
る
こ
と
が
大
切
な
の
か

も
し
れ
ま
せ
ん
。

最
近
ち
ょ
っ
と
反
抗
期
か
な
と
思
わ

せ
る
こ
と
も
あ
る
よ
う
で
す
が
、
夏
希

ち
ゃ
ん
は
お
手
伝
い
が
大
好
き
な
優
し

い
女
の
子
で
す
。

「
予
」
れ
か
ら
も
大
好
き
な
絵
を
た
く
さ

ん
書
い
て
い
き
た
い
」
と
ク
リ
ッ
と
し

た
目
で
話
し
て
く
れ
ま
し
た
。

ー づくり科理
・材料 (4人分)

いかE杯 豆腐1丁卵1個干椎茸E枚しょうが1かけ

グリンピース大さじ3 出し汁カップ2 片栗粉大さじE

・作り方

①いかは足を抜いて中を洗い皮をむきます。足はいぼをとって小口力、ら刻みます。

③干椎茸は水にもどし、みじん切りにします。しようがもみじん切りにします。

③豆腐はゆでてふきんに包み、まな板にはさんで水をきり、砂糖小さじ2、塩小さじに

片栗粉大さじ l、卵を加えてすり混ぜます。

④なべに、しようゆ、酒各大さじ l、砂糖小さじ2、しようがを入れて煮立て、乙の中に

いかの足と椎茸を加えていり煮します。

⑤③の豆腐に④とグリンピース在混ぜ、いかの胴に八分目くらい詰めて、口をょうじ

でとめます。

⑤なべに出し汁、酒大さじ4、砂糖大さじ4、塩小さじ 1;を入れ、いか在加えて落しぶ

たをし、煮立ったら弱火にして30分煮ます。

⑦しようゆ大さじ3を加え、一煮していかを取り出し、 1cmの輪切りlこして皿!こ盛りますL

残りの汁に水溶き片栗粉を加え、とろみをつけていかの上力、らかけてできあがり。

@ 伝い
い
か
の
鉄
砲
煮

栄養改善推進員

井上節子さん (上河東)

!ちょっと一言 | 
いかも豆腐もカ ロリ ーが低いので、

体重の気になる人にはいかがでしょ

うか。

~~~ 狙圃幽掴圃圃F 欄 ... 司駕ザ-.... ...~. .、 ... ，..... . ~ 

ι ・，!..~ .... 
で， セ=マ?ー叫~，.';:-~-;ミてれま，t: ;;~-_....;.丸一、♂-;........:..ザ.-、，-' 

、1・.、高r ・e. -・-~・ 、、
.でr 、ー

-- ‘ 

手聞斤 供え 言ト戻 無大 土 お 永朝 蕗入
筆先 桃の

白水
女等 歳時

茄手
黄水 里速子

ー 追 蕗ひ
菊足ム 花糸品

告dをs 来より
人事 運手 き東 の 園

転車 仙の
子を 病肥 のた --をも 厚尺ど ~S;. 目主itr 日 風 茎に の花 の記 接借 仙大 を の 茎す の風

頭の 寂り 箕の 守コてコ 畦香 割紙 を轟 総の ぐり 息や か五 A当り 切屋 こに取 里コニ し病 に 菓 ー 又 道り れで 盗め 会葬卜 やて ひ雲 る に ロ オ艮
のり 、ミ フイ 〈 後ー さ子 病目 F長を くや 咲 らき

菜花溢 紙表替
い立 そ ー つに さ尽足

いの 葺き うせ合 話受 lノ1 
発の え」 持を み送 せか れあ つ つ めつ 出 さ ど周3

てい ち身
ずり がろ

ち通 てる とせ る l¥ 家も 出詳 見な 不ら 山 る ち残
縁も 伶 フレ ダヨと の す

春告 沈丁
なて

感予 黄て
れう るき 精ーさ の師 のる

ほうし の | 山 て のり 献旅 り人 さ春 E各
原爆 旅の 春寒 別ら

岩J水青 柚子f 
走水 場窯はの

りて 花ル 枯 雪 こて 立支 げ花 花 形
春寒 濃を

せ k巨 暮 席
ら雛 冷に れ掻 ぼ花 つ度 る 固展 建

れて 春戸丁
展空 しれ るか うの

えて 逝兄主L 
てゑ、 れの る し しく ~目B の な

間 ず け 下 す おし 里

俳り

薬 松の 中
藤内 野高

塩 輿 河 長 磯 イ藤ヂー 井 雨

句袋 岡 ;尺 田 石 田 田 ;尺 告F 上 rるムラ

ザム、ミ ム1 そ 百 ま
イーキ4じ- 満 静 久 麻 だ 女子 の iヒbコ、 春 ふ1 ネし

-圃・・オ支 子 イえ d叫ノ、， 枝 子 イえ 子 子 子 与 Jエ 2エ 孝

⑬ 平成3.5広報しようわ



赤・ぢ.~./1J.誕・生

しゅん

名執隼くん
• H2. 5. 28生(上河東二区)

・ (父)修巳 ・(白)恵子

んやち

齢

章

、」
子
四↓

J

え
監

簿
価

岡

J同

『

14-

7
f
'

劇
M
1
ω

H

(

 

•• 
なおき

長谷川直樹くん
・H1.6. 17生(西条一区)

・ (父)誠 ・(田)美加

名前の由来一隼という字はハヤブサ、鷹のよ

うにだくましく勇気のある男の子にと思い名

白けましだ。誰からも好かれる人になって欲， 
しいと願っています。

名前の由来一出藍え誉の如く、 親より一段大

きな人間に育って欲しいとの願いをこめ、命

名。現在は人見知りと思いガ、けない悪戯に頭

を悩まされています。

名前の由来一樹木のようにだくましく、 元気

で素直な子供に育って欲しいと願いお父さん

とお白さんで名問けまし定。

⑨
こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
一
歳
前
後
の
赤
ち
ゃ
ん
を
募
集
し
て
い
ま

お
申
込
み
は
、
役
場
企
画
行
政
課
(
菌
汚
|
2
1
1
1
)
ま
で
刀

日
本
の
家
庭
な
ら
、
ど
こ
に
で
も
あ

る
の
が
日
本
茶
で
す
。

さ
て
、
お
茶
は
飲
む
だ
け
で
な
く
、

飲
ん
だ
後
の
茶
ガ
ラ
も
わ
た
し
た
ち
の

生
活
に
役
立
ち
ま
す
。
茶
ガ
ラ
は
昔
か

台、

部
屋
の
掃
き
掃
除
に
使
わ
れ
て
き

ま
し
た
。
集
め
た
茶
ガ
ラ
を
絞
っ
て
水

気
を
と
り
、
部
屋
に
ま
い
て
掃
除
を
し

ま
す
。
こ
う
す
る
と
、
ホ
コ

リ
が
立
ち

ま
せ
ん
。

ま
た
、
嫌
な
に
お
い
を
と
る
脱
臭
剤

と
し
て
も
効
果
的
で
す
。
茶
ガ
ラ
を

一

つ
か
み
、
フ
ラ
イ
パ
ン
で
焦
げ
な
い
程

度
に
よ
く
妙
り
ま
す
。
妙
っ

た
お
茶
の

葉
を
小
さ
な
穴
を
開
け
た
ポ
リ
袋
な
ど

に
入
れ
て
、
冷
蔵
庫
や
食
器
棚
の
中
に

置
い
て
お
く
と
、
嫌
な
に
お
い
が
消
え

ま
す
。

し
け
て
味
が
落
ち
て
し
ま
っ
た

お
茶
も
、
茶
ガ
ラ
と
同
じ
よ
う
に
妙
れ

ば、

同
じ
よ
う
に
脱
臭
剤
と
し
て
使
え

ま
す
。ま

た
、
集
め
た
茶
ガ
ラ
を
カ
ラ
カ
ラ

に
干
し
て
、
乾
燥
さ
せ
て
ま
く
ら
に
入

ゑィント

妙った煙でホ脱臭、

津
地
下
市
完
売

れ
る
と
、

ま
す
。魚

を
焼
い
た
後
で
、
台
所
や
部
屋
に

残
る
生
臭
い
に
お
い
に
も
、
お
茶
の
葉

は
効
果
的
で
す
。
ま
だ
魚
網
が
熱
い
う

ち
に
、

網
の
上
に
お
茶
の
葉
を
一
つ
ま

み
落
と
し
て
く
だ
さ
い
。

網
の
上
で
焦

げ
た
お
茶
の
こ
う
ば
し
い
香
り
で
、
台

所
や
部
屋
の
生
臭
い
に
お
い
は
な
く
な

り
ま
す
。

ま
た
、
魚
な
ど
を
料
理
し
た
後
、
手

に
生
臭
さ
が
残
っ
て
い
る
と
き
に
も
、

お
茶
の
葉
が
役
に
立
ち
ま
す
。
番
茶
で

も
結
構
で
す
か
ら
お
茶
の
葉
を
一
つ

か

み
、
フ
ラ
イ
パ
ン
に
入
れ
て
焦
が
し
ま

す
。
そ
の
と
き
に
出
る
煙
に
手
を
当
て

る
と
、
生
臭
い
に
お
い
が
消
え
ま
す
。

お
茶
は
し
け
る
と
、
味
も
香
り
も
す

ソ
パ
ガ
ラ
の
代
わ
り
に
な
り

一
⑨
清
水
新
居

マ
五
味
佑
樹
(浩
幸
)

一
⑨
押
越

マ
伊
藤
誠
也

(
英
男
)

一
⑨
築
地
新
居

マ
中
根
沙
樹
(弘
樹
)

一

マ
長
田
公
平

(常
公
)

マ
松
木
み
く

一
り

(
芳
夫
)
マ
中
込
健
太

(
保
徳
)

一
⑨
河
西

マ
石
原
麗
未
(
雄
二
)

一
⑨
上
河
東

マ
亀
井
梨
紗
(進
一

郎
)

一
⑨
上
河
東
二
区

マ
田
島
玲
美

(潤

一
次
)
マ
小
川
実
華
(
実
)

マ
熊
谷
好

一
晃
(
博
司
)
マ
保
坂

一
政
(
隆
夫
)

ぐ
に
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。
緑
茶
を
し

け
さ
せ
て
し
ま
っ
た
ら
、
鍋
に
お
茶
の

葉
を
入
れ
ゆ
っ
く
り
鍋
を
回
し
な
が

ら
、
弱
火
で
軽
く
妙
り
ま
す
。
こ
う
ば

し
い

一
風
変
わ
っ
た
か
ほ
う
じ
茶
。
が

で
き
あ
が
り
ま
す
。

平
成
三
年
三
月
一

B
i
-
-一月

三
十

一
日
ま
で
の
届
出
〈
叡
都
略
〉

‘・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・圃圃・・・・・・・・・・・・・・・・・圃・・・・周回-----""

⑪
 

• ーす、

ιー

結

婚

.

⑨
西
条
一
区

マ
角
野
英
吉
・
雨
宮
潤
子

⑨
飯
喰

マ
小
津

一
仁
・
湯
津
理
恵
子

平成3.5.I 広報しようわ



岡山困問
身体障害者ω

タクシー運賃が

割引きされます

昨年の11月力、ら実施されています、身体

障害者に対するタクシ 運賃割引制度の取

扱い方法が次のとおり変わりました。

惨割引方法 タクシ一運転手に身障手帳を

提示し、割引書を渡す

砂割引書身障者タクシー運賃割引書は

総合会館の健康福祉課窓口に

あります。

砂割引率 1割引となります。

砂対 象 山梨県内でしか使用できませ

ん。高速料金、駐車料金は割

引きの対象になりません。

※詳レくは役場健康福祉課までお問合せく

ださい。

総
合
会
館
の
温
泉
利
用
時
聞
が
次
の

と
お
り
夏
時
間
と
な
り
ま
す
。

V
五
月
七
日
か
ら
八
月
三
十
一
日
ま
で

V
月
曜
日
か
ら
土
曜
日

午
前
十
時
か
ら
午
後
四
時
ま
で

v日
曜
日

第
二
、
第
四
日
曜
日
、
ガ
入
浴
で
き

ま
す
。

正
午
か
ら
午
後
八
時
ま
で

V
夜
間水

・
土
曜
日
、
ガ
入
浴
で
き
ま
す
。

午
後
五
時
か
ら
午
後
八
時
ま
で

日
曜
日
と
夜
間
に
つ
い
て
は
¥
お
金

を
取
り
扱
い
ま
せ
ん
の
で
¥
回
数
券
、
だ

け
の
利
用
と
な
り
ま
す
。
回
数
券
は
前

も
っ
て
購
入
し
て
お
い
て
く
、
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
役
場
健
康
福
祉
課
ま
で

温
泉
が

夏
時
間
と
な
り
ま
す

甲
府
地
区
消
防
本
部
で
は
、
本
格
的

な
高
齢
化
社
会
の
進
展
を
考
え
、
独
居

老
人
等
の
災
害
弱
者
が
、
山
番
通
報
の
代

わ
り
に
、

ペ
ン
ダ
ン
ト
式
通
報
機
器
を
利

用
し
、
ワ
ン
タ
ッ
チ
で
直
接
消
防
機
関
に

緊
急
通
報
で
き
る

「ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン

ト
」
業
務
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

こ
の
業
務
は
、
日
才
以
上
の

一
人
暮
ら

し
老
人
等
が、

ペ
ン
ダ
ン
ト
型
の
発
信
器

を
身
に
つ
け
、
急
病
等
に
よ
る
緊
急
時

に
、
そ
の
ボ
タ
ン
を
押
す
こ
と
に
よ
り
、
消

防
本
部
(
受
信
セ
ン
タ
ー
)
に
通
報
さ
れ
、

消
防
本
部
で
は
、
あ
ら
か
じ
め
依
頼
し
て

あ
る
協
力
員
等
に
よ
る
確
認
と
、
救
急

車
の
出
動
要
請
を
迅
速
に
行
い
、
日
常
生

活
上
の
安
全
を
図
る
も
の
で
す
。

甲

府

地

区

管

内

設

置

数

計

巾

甲

府

市

問

龍

王

町

ω
敷
島
町
叩

玉
穂
町

6

昭
和
町

5

田
富
町
日

ふ
れ
あ
い
ペ
ン
ダ
ン
ト

業
務
開
始
/

V
講
習
の
種
類

甲
種
防
火
管
理
講
習

V
講
習
の
日
時

付
平
成
三
年

六
月
十
八
日

ω・
十
九
日
附

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

口
平
成
三
年

六
月
二
十
日
同
・

二
十
一
日
働

午
前
九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で

付
・

口
ど
ち
ら
か
選
ん
で
受
講
し
て
く

だ
さ
い
。

V
講
習
の
場
所

甲
府
市
伊
勢
三
丁
目
八
ー
二
十
三

甲
府
地
区
消
防
本
部
三
階
講
堂

V
受
講
願
書
の
受
付

ハ門
受
付
期
間

平
成
三
年

五
月
二
十
一
日

ω1三
十

一
日
働

ま
で

口
受
付
場
所

甲
府
地
区
消
防
本
部
指
導
広
報
課

m
n
l
1
1
9
0

内
線

2
6
1

V
そ
の
他

願
書
は
消
防
本
部
又
は
最
寄
り
の
消

防
署
に
あ
り
ま
す

防
火
管
理
者

資
格
付
与
講
習
会
が

行
わ
れ
ま
す

正

法
律
調
停
相
談
会
が

E

開
催
さ
れ
ま
す

五
月
一
日
か
ら
七
日
ま
で
の
聞
は

「憲
法
週
間
」
に
当
た
り
ま
す
。
こ
の
「宝忠

法
週
間
」
に
ち
な
ん
で
次
の
と
お
り
無
料

法
律
調
停
相
談
会
を
実
施
し
ま
す
。

V
日

時
平
成
三
年
五
月
十
七
日
樹

午
前
十
時
j
午
後
四
時

V
場

所
岡
島
デ
パ
ー
ト
七
階

シ
ル
バ
ー
ル
ー
ム

V
相
談
内
容

交
通
事
故
損
害
賠
償
関
係

土
地

・
建
物
賃
貸
借
関
係

賞
金
・
売
買
代
金
・

手
形
関
係

相
続
財
産
・
夫
婦
・
家
庭
内
の
紛
争

サ
ラ
金
の
返
済
関
係

そ
の
他

V
相
談
担
当
者

弁
護
士
六
名
、
調
停
委
員
二
十
名

V
主

催

者

山
梨
調
停
協
会
甲
府
支
部

山
梨
県
弁
護
土
会

V
後

援

甲
府
地
方
・
家
庭
・
簡
易
裁
判
所

V
協

賛

法
律
扶
助
協
会
山
梨
県
支
部

町内交通事故

E発生件数]

「気をつりて」

朝の一言 忘れずに

==3月分--

件数|負傷|死者|
物損38件| 人 | 人

入品仏 11， 9 ~ \ I/ -L~円、
(+ 1) い-.Lj Iい Uj

( )内は、前月比

(昭和駐在所調べ)

水
道
聞
の
パ
ス
寸
水
滴
号
」
で
荒
川
ダ

ム
・
平
瀬
浄
水
場
・
水
道
資
料
館
な
ど
を

ご
案
内
し
ま
す
。

詳
し
い
お
問
い
合
わ
せ
、
お
申
し
込
み

は
あ
電
話
で
。

水
道
胃
サ
ー
ビ
ス
課
広
報
係

箇
お
ー
3
3
7
7
(内
線

7
0
3
)ま
で

水
道
施
設
め
ぐ
り
巳

参
加
し
て
み
ま
せ
ん
か
?

障害者のための
ワープロ教室
(平成3年度)

山梨障害者職業セン

ターでは、障害者を対

象とし疋ワープロ等の

基本操作を習得してい

だだくだめの¥講習会

を開催します。

惨講習期間

・入門講習(3週間〉
.応用講習(1週間:

希望者に「入門講習」

終了後引き続き実施〉

砂開催回数

年8回開催

砂受講料無料

砂講習場所

山梨障害者職業センター

甲府市湯田2-17-14
砂問い合せ先

山梨障害者職業センタ

箇32-7069

第
八
期
山
の
都
大
学
で
は
、
五
月
二

十
五
日
に
北
野
大
氏
、
以
降
、
風
間
深

志
氏
、
丹
波
哲
郎
氏
(
予
定
)
を
講
師

に
迎
え
本
講
座
を
開
講
し
ま
す
。

ま
た
、
ゼ
ミ
ナ
ー
ル
も
内
容
の
濃
い

五
講
座
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

V
お
申
込
み
方
法
年
間
受
講
料
四
千

円
を
添
え
て
、
お
近
く
の
山
梨
中
央

銀
行
に
用
意
し
て
あ
り
ま
す
山
の
都

大
学
専
用
の
振
込
用
紙
で
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

V
お
問
合
せ
甲
府
青
年
会
議
所
内

山
の
都
大
学
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保健衛生だより

事し 児 健 康 審ロg会， 査 由子手帳奈付及び一般健康相談日

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所
日時 5月l日付<)・ 18日(出・27日(月) 午前 9 時~1l時30分
場所総合会館

午後 l時00分-1時30分 平成 2年 4月
※母子手帳の交付を受ける方は印鑑を持参してください。妊

娠証明書は、必要ありません。
(押原地区)

出 生 ~日U ※一般健康相談は40歳以上の方を対象に血圧測定、尿検査、
5月 7日 午後 2時00分-2時30分 」に21h 

栄養指導などを行い健康についての相談にお答えしてい
('XJ (常永地区) 」Zh2ご ますので、お気軽にお出かけください。

午後 3時日日分-3時30分 平成 2年 7月

(西条地区)
出 生 ノI日l.J 館

春期ポリオ生ワクチン役与

実施日 受付時間及び地区 該当児 場所 日時 5月14日関午後 1時-2時

午後 1D寺田分-1時30分
場所総合会館

平成 2年10月 該当児 砂1回目……平成 2年8月1日~平成 3年 1月31日
(押原地区) 出 生 );日U までの出生児。

5月10日 午後2時00分-2時30分 」E21h 

砂2回目……平成 2年2月1日~平成 2年 7月31日

住島 (常永地区) dzh zt までの出生児。

午後3時00分-3時30分 平成 3年 1月 砂平成 2年2月1日以前に生れた子で4歳以下の未

(西条地区) 出 生 };日U 自官 投与者

持ち物母子手帳・問診票

西条地区 西条一区西条二区清水新居西条新田 ※追加投与……上記の実施日に投与できなかった幼児につ

押原地区 押越河東中島紙漉阿原 いて追加投与を 5月17日偏午後 1時-1時

30分まで実施します。
常永地区 築地新居飯喰河西上河東上河東二区 く注意事項>

持ち物母子手帳・健康保険証・印鑑・筆記用具
-体温は必ず、はかつてください。

-問診票の記入もれ、押印の忘れがないようにしてください。
※受付時間の地区割は、待ち時間を少なくするためですので -投与を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。

ご承知ください。
くつぎのような人は投与できません>
①現在下痢をしている人、または発熱している人。

3 種 混 4Eb コ 予 防 援 種 ② 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした人。

③はしか(MMR)、BCG接種を受けてから 1か月以内の人。

日 H寺 5月四日 !y() 午後 1時"--'2時
④ 3種混合予防接種を受げてから 2週間以内の人。

場 所総合会館

該当児 5 歳 児
砂I期…昭和63年 9月1日~平成元年 2月28日までの出生児。

健 康 §5249 』 査

砂II期… I期 3回を完了して 1年から 1年 6か月以内の者。 実施日 5月31日働
砂昭和63年3月1日~昭和63年8月31日までの出生児で未接種

受付時間午後 1時"--'1時30分
者。

場 所総合会館持ち物母子手帳・問診票
該 当 児 昭 和61年2月1日~昭和61年 4月30日までの出生

〈注意事項〉 児。及び前回未受診児。
O体温がはかつてないと接種できません。前夜と当日の体温 持ち物母子手帳・ 5歳児健診質問票
は必ずはかつてください。

※尿検査がありますのでご承知おきください。
O問診票の記入もれや押印の忘れがないよう注意してくだ
さしユ。

O接種を受ける子の健康状態がわかる人がおつれください。 乳 児 整 形 外 手当 倹 §EJ e、 、

〈つぎのような人は接種できません〉
実施日 5月22日付<)

①発熱している者、または著しい栄養障害者。
受付時間午後1時"--'1時30分

②心臓、血管系疾患、腎臓、肝ー臓疾患にかかっている者。
場 所総合会館

③はしか(MMR)、BCG接種・ポリオ生ワクチン投与後 lか
該当児平成 3年1月1日~平成 3年2月28日までの出生児。

月以内の者。
持ち物母子手帳

④ 1年以内にけいれん、ひきつけを起こした者。

3 歳 児 健 康 曇E429』 査 飼えなくなった犬猫収集 B

実施日 5月29日付<)
日時 5月17日 働 午 前10時50分'"'-'10時55分
場所総合会館前

受付時間午後 1時 "--'1時30分
※収集車がくるまでは飼主もいっしょにいてください。ま

場 所総合会館
た、猫の場合は必ず麻袋などの丈夫な袋に入れてヒモでし

該 当児昭和63年 3月 1日~昭和63年 4月30日までの出生
児、及び前回未受診児。

っかり封をしてください。

持ち 物 母 子 手 帳・ 3歳児健康診査票・食べものについて <犬をお飼いのみなさまへ>
の質問票。 最近、犬の放し飼いによる苦情が多く寄せられています。

※尿検査がありますのでご承知おきください。 犬は必すクサリなどでつないで飼いましょう。

⑬ 広報しようわ 平成3.5.I 
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母子手帳交付及び

一般健康相談日

心配ごと相談

(総合会館午後 l時"')
行政相談

(中央公民館午後l時"')

献血にご協力ください
砂日時 5月T日体)

午前9時30分~午後3時30分
※1 1時30分"-'12時30分までは受付を

休ませていだだきます。

砂場所昭和町役場前
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(~16 日)

9査8奇7露6告
振替休日

立夏

5委
圃こどもの日

児童福祉週間('"11日)

役場開斤

七、邑竺』

議

寝たきり老人入浴サービス|初心者テニス教室
(総合会館午後 l 時~) I (釜無工業団地公園)

乳児健康診査

(総合会館)

リノ¥ビリ教室

(総合会館)
安産教室(総合会館)

心配ごと相談

(総合会館午後 l時"')

初心者テニス教室

(釜無工業団地公園)

乳児健康診査
(総合会館)

総合会館温泉夏時間

(P12参照)

図書館休館日 |図書館休館日

総合会館温泉定休日 |総合会館温泉定休日

18奇
県スポレク祭
(-19日北巨摩韮崎)

17露16百
帰復土

大
安

本
日

R
U
縄

念

4
1
沖

記

14論13露12百
母の日

リハビリ教室

(総合会館)

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)
子どもアニメ映画館

(図書館)

初心者テニス教室

(釜無工業団地公園)
安産教室(総合会館)

飼えなくなった犬猫収

集日
(総合会館前

午前10:50'" 10: 55) 

24奇

'l 
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~.~ 

初心者テニス教室い心配ごと相談

(釜無工業団地公園) I (総合会館午後1時"')
春期ポリオ生ワクチン|行政相談

投与(総合会館 I(中央公民館午後l時"')

図書館休館日地区対抗ママさん

バレー・野球大会

(押中校庭他)

孟守

25重23露22百21委20強19重

役場開庁心配ごと相談

(総合会館午後 l時"')1 丘の公園)1(釜無工業団地公園)
乳児整形外科検診|寝たきり老人入浴サ

(総合会館)Iービス

(総合会館 午後l時"')

初心者テニス教室町民ゴルフ大会

小満

初心者テニス教室

(釜無工業団地公園)

図書館休館日

弾
福祉まつり

(総合会館)

総合会館温泉定休日

わたしのつくつだ絵本震(図書館)

30奇 131童
環境美化行動の日 |世界禁煙デー

(ゴミゼロデー)

29露

..... 

28吉27委26強

初心者テニス教室

(釜無工業団地公園)

5歳児健康診査

(総合会館)

図書館休館日

3歳児健康診査 |ポリオ生ワクチン

(総合会館)I追加投与
心配ごと相談 総合会館)

(総合会館午後l時"')

初心者テニス教室

(釜無工業団地公園)

三種混合予防接種

(総合会館)

母子手帳交付及び

一般健康相談日

(総合会館)

図書館休館日

春の球技大会

(押原中他)

夏期巡回ラジオ体操が

昭和町ヘ

午前6時30分ア月21日除)

押原中校庭

b日時

炉場所

押河紙築飯河上上

東漉地 河
河 東

中阿新 一
越島原 居 喰 西 東 区

毎週月・木躍臼

2日・ 9日・ 13日・ 16日

20日・ 23日 ・27日 ・30日

毎月第171<躍B 第3水曜日

当日の模様はNHK第?ラジオで全

国中継される予定です。

15日1日22日B日

⑪ 平成3.5.I 広報しようわ

酉西清西

条条水条

一二新新

区区居回

毎週火 ・金擢白

7日 ・10日・ 14日・ 17日

21日・ 24日 ・28日・ 31日

毎月第2水曜8 第4水曜日

22日

地

区

燃
え
る
物


